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第2章 対象事業に係る事後調査の項目、手法及び時期・期間 

 

事後調査の項目、手法及び時期・期間は表 2-1 に示すとおりである。 

表 2-1（1） 事後調査の項目等 

調査項目 調査地点 調査時期・期間 調査方法 

工事計画確認調査 
工事計画、環境
保全措置の実施
状況等 

－ 工事期間中 

・工事計画等の把握、
集計等による方法 

発 
生 
源 
強 
度 
確 
認 
調 
査 

建設機械騒音 騒音レベル 
敷地境界の 
3地点 

■プラント工事時におい
て建設機械の稼働台数が
最大となる時期（1日） 
令和5年 9月26日 

7:00～18:00 
 

 

・「騒音に係る環境基
準について」に定め
る方法 

・「特定建設作業に伴
って発生する騒音
の規制に関する基
準」に定める方法 
 

建設機械振動 振動レベル 
敷地境界の 
3地点 

■プラント工事時におい
て建設機械の稼働台数が
最大となる時期（1日） 
令和5年 9月26日 

7:00～18:00 
 

・「振動規制法施行規
則」に定める方法 

大 
気 
質 

建設機械の稼
働に伴い発生
する大気汚染
物質 

二酸化窒素 
浮遊粒子状物質 
風向・風速 

周辺2地点 

■プラント工事において
建設機械の稼働台数が代
表的な時期（1週間） 
令和5年8月24日～8月30日 

・「二酸化窒素に係る
環境基準について」
に定める方法 

・「大気の汚染に係る
環境基準について」
に定める方法 

・「地上気象観測指
針」に定める方法 
 

工事用車両の
走行に伴い発
生する大気汚
染物質 

二酸化窒素 
浮遊粒子状物質 
降下ばいじん 

主要走行ルー
ト3地点 

■工事用車両の走行が代
表的な時期 
・二酸化窒素及び浮遊粒子
状物質（1週間） 
令和5年4月 8日～4月14日 
・降下ばいじん（1ヶ月間） 
令和5年3月29日～4月28日 
 

・「二酸化窒素に係る
環境基準について」
に定める方法 

・「大気の汚染に係る
環境基準について」
に定める方法 

・ダストジャーによ
る方法 
 

騒
音 

工 事 用 車 両 の
走 行 に 伴 う 騒
音 

騒音レベル 
主要走行ルー
ト3地点 

■プラント工事時の資材
等運搬車両の走行が代表
的な時期（1日） 
令和5年 4月19日（2地点） 
令和5年 5月10日（1地点） 
 

・「騒音に係る環境基
準について」に定め
る方法 
 

振
動 

工 事 用 車 両 の
走 行 に 伴 う 振
動 

振動レベル 
主要走行ルー
ト3地点 

■プラント工事時の資材
等運搬車両の走行が代表
的な時期（1日） 
令和5年 4月19日（2地点） 
令和5年 5月10日（1地点） 
 

・「振動規制法施行規
則」に定める方法 
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表 2-1（2） 事後調査の項目等 

調査項目 調査地点 調査時期・期間 調査方法 

水 
質 

工事に伴う 
水の汚れ 

生物化学的酸素要
求量（BOD） 
ノルマルヘキサン
抽出物 
水素イオン濃度 
（pH） 

長石川 
上流2地点 

■春季 
・令和5年 5月16日 
■夏季 
・令和5年 7月 4日 
■秋季 
・令和5年10月12日 
■冬季 
・令和6年 1月11日 

・「水質汚濁に係る環
境基準について」に
定める方法 

水素イオン濃度 
（pH） 

施工箇所内か
らの排水先の
沢2地点 
工事を実施し
ない沢1地点 

令和3年4月1日から令和6
年1月31日の工事施工中の
毎日（工事開始前、工事施
工中、工事施工後の3回/
日） 

・ポータブル多項目
水質計を用いる方
法 

工事に伴う 
濁水 

SS（濁度換算値） 

施工箇所内か
らの排水先の
沢2地点 
工事を実施し
ない沢1地点 

令和3年4月1日から令和6
年1月31日の工事施工中の
毎日（工事開始前、工事施
工中、工事施工後の3回/
日） 

・ポータブル多項目
水質計を用いる方
法 

・SSは、濁度から換算
する方法 
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表 2-1（3） 事後調査の項目等 

調査項目 調査地点 調査時期・期間 調査方法 

動 
物 

注目すべき種
の生息状況 

環境影響評価時
に現地調査で確
認された注目す
べき種（哺乳類、
鳥類、両生類・
爬虫類、昆虫類、
陸産貝類）の生
息状況 

対象事業実施
区域の端部か
ら約200mの範
囲（現地調査
で確認された
注目すべき種
の生息場所を
主な対象とす
る） 

プラント工事時の2季 
■春季 
・令和5年 4月17～18日 
■初夏季 
・令和5年 5月25～26日 
■夏季 
・令和5年 7月 6～ 7日 
・令和5年 7月25～26日 
■秋季 
・令和5年 9月14～15日 

9月20日、22日 
10月12～13日 

■冬季 
・令和6年 2月19日 
 
詳細は、後掲表3-41（p.3-58）
に示す。 

■哺乳類 
・直接観察 
・フィールドサイン

法 
・自動撮影法 
・夜間調査 
■鳥類 
・直接観察 
・ラインセンサス法 
・定点観察法 
・夜間調査 
■両生類・爬虫類 
・直接観察及び任意

採取 
■昆虫類 
・直接観察及び任意

採取 
■陸産貝類 
・直接観察及び任意

採取 

アズマヒキガエ
ルの産卵状況 

湧水湿地 
（貧養地小型
植物群落） 

アズマヒキガエルの 
産卵時期 

■令和3年繁殖期 
・令和3年 4月12日 

5月19日 
■令和4年繁殖期 
・令和4年 2月25日 

3月 3日 
3月24日 
4月12日 
5月19日 

■令和5年繁殖期 
・令和5年 2月24日 

3月 2日 
3月24日 
4月 7日 
4月17日 
5月25日 

■令和6年繁殖期 
・令和6年 2月 1日 
・令和6年 3月 4日 

・直接観察法 

水生生物 
魚類及び 
底生動物 

工事排水の排
水先の河川5
地点 

■夏季 
・令和3年 6月30日 

7月 7～8日 
・令和4年 7月 1～2日 
・令和5年 7月 4～5日 
■秋季 
・令和3年 9月28～29日 
・令和4年 9月27～28日 
・令和5年 9月13～14日 

■魚類 
・任意採取法 
■底生動物 
・任意採取法 
・定量採取法 
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表 2-1（4） 事後調査の項目等 

調査項目 調査地点 調査時期・期間 調査方法 

動 
物 

希少猛禽類(主にクマタカ) 

対象事業実施
区域及びその
端 部 か ら 約
1.0㎞の範囲
（3～4地点を
適宜選定） 

■行動確認調査 
・令和3年 2月18～19日 

3月 4～ 5日 
4月12～13日 
5月 6～ 7日 
6月 3～ 4日 
7月 1～ 2日 
8月 2～ 3日 

・令和4年 2月 3～ 4日 
3月 3～ 4日 
4月12～13日 
5月12～13日 
6月 2～ 3日 
7月15～16日 
8月 2～ 3日 

・令和5年 2月 2～ 3日 
3月 2～ 3日 
4月 6～ 7日 
5月18～19日 
6月 1～ 2日 
7月13～14日 
8月 3～ 4日 

・令和6年 2月 1～ 2日 
■営巣中心域調査 
・令和3年 9月21～22日 

10月12～13日 
11月 4～ 5日 
12月 2～ 3日 

・令和4年 1月 6～ 8日 
2月 3～ 5日 

・令和5年10月12～13日 
11月 9～10日 
12月 7～ 8日 

・令和6年 1月11～12日 
■営巣地調査 
・令和3年 6月17～19日 
・令和4年 6月20～22日 

10月12日 
・令和5年 6月 1日、19日 

7月20～21日 
8月 1～ 2日 

■繁殖状況確認調査 
・令和3年 7月12～13日 

8月16～17日 
・令和5年 7月20～21日 

8月 1～ 2日 

■行動確認調査 
・定点観察法 
■営巣中心域調査 
・定点観察法 
■営巣地調査 
・林内踏査 
■繁殖状況確認調査 
・直接観察法 
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表 2-1（5） 事後調査の項目等 

調査項目 調査地点 調査時期・期間 調査方法 

植
物 

注 目 す べ き 種
の生育状況 

環境影響評価
時に現地調査
で確認された
注目すべき種
（植物）の生
息状況 

対象事業実施
区域の端部か
ら約200mの範
囲（現地調査
で確認された
注目すべき種
の生息場所を
主な対象とす
る） 

■春季 
・令和5年 5月15～16日 
■初夏季 
・令和5年 6月19～20日 
■夏季 
・令和5年 7月27～28日 
■秋季 
・令和5年 9月21～22日 

・直接観察法 

・ミズニラ 
・ムラサキミ

ミカキグサ 
・ヒナノシャ

クジョウ 
・マシカクイ 

湧水湿地 
（貧養地小型
植物群落） 

■夏季 
・令和3年 7月21日 
・令和4年 7月25日 
・令和5年 7月27日 
■秋季 
・令和3年 9月21日 
・令和4年 9月20日 
・令和5年 9月22日 

・直接観察法 
・定点観察法 

生
態
系 

希少猛禽類（主にクマタカ） 
・動物の希少猛禽類（主にクマタカ）と同じ 
・事後調査結果についても、動物の希少猛禽類（主にクマタカ）

に記載 

指標種の生息・生育状況 
・動物及び植物の注目すべき種の生息・生育状況と同じ 
・事後調査結果についても、動物及び植物の注目すべき種の生

息・生育状況に記載 

湧水湿地の植生 

湧水湿地 
(貧養 地 小型
植物群落） 

■夏季 
・令和3年 7月21日 
・令和4年 7月25日 
・令和5年 7月27日 

・踏査等により、相
観植生図を作成 

湧水湿地の流量及び濁度 

■春季 
・令和3年 4月12日 
・令和4年 4月12日 
・令和5年 4月17日 
■夏季 
・令和3年 6月 3日 

 8月 2日 
・令和4年 6月 2日 

 8月 2日 
・令和5年 8月 1日 

 6月19日 
■秋季 
・令和3年10月12日 
・令和4年10月12日 
・令和5年10月12日 
■冬季 
・令和4年 1月 6日 
・令和5年 1月 6日 
・令和6年 1月11日 

■流量 
・容器法 
■濁度 
・ポータブル多項

目水質計を用い
る方法 

 

  



2-6 

表 2-1（6） 事後調査の項目等 

調査項目 調査地点 調査時期・期間 調査方法 

合
い
の
活
動
の
場 

人
と
自
然
と
の
触
れ 

利用状況 
森 林 公 園 内
の1カ所 

■プラント工事の工事用車
両の走行が代表的な時期 
・令和5年 4月19日 

・来場者へのヒア
リング等による
方法 

地
域
交
通 

交通量 
渋滞長及び滞留長 
信号のサイクル長 

主要走行 
ルート3地点 

■プラント工事の工事用車
両の走行が代表的な時期 
・令和5年 5月10日 

7:00～18:00 
・令和5年 4月19日 

7:00～18:00 

・目視観測等によ
る方法 
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環境保全措置の項目及び時期・期間等は表 2-2 に示すとおりである。 

また、環境保全措置（移設・移植）を実施した動物及び植物の生息・生育状況に係る事

後調査の項目、手法及び時期・期間は表 2-3 に示すとおりである。 

表 2-2（1） 環境保全措置の項目等 

実施項目 実施場所 実施時期・期間 

保
全
対
象
種
の
移
設
・
移
植 

動
物
の
移
設 

アズマヒキガエル 

■仮設産卵池の設置 
・産卵に適した「水深の浅い仮

設の産卵池」を設置した。 
■卵塊・幼生の移設 
・工事中に工事裸地等の水溜り

に産卵が確認された場合に、
卵塊及び幼生を捕獲し、仮設
産卵池等に移設する。 

改 変 さ れ
る 産 卵 環
境の近傍2
地点 

■仮設産卵池の設
置 
・令和4年 1月25日 
・令和4年 2月 1日 
・令和4年 2月11日 
■卵塊・幼生の移設 
周辺の工事裸地に
は、卵塊・幼生が確
認されなかったた
め、アズマヒキガエ
ルの卵塊・幼生の移
設は実施しなかっ
た。 

トウカイナガレ 
ホトケドジョウ 

・事業計画の変更により、トウカイナガレホトケドジョウの生息
する沢の改変を回避したため、トウカイナガレホトケドジョウ
の移設は実施しないこととした。 

植
物
の
移
植 

ホナガタツナミソウ 

■生育状況の確認 
・開花時期に生育場所の現地踏

査を実施し、生育個体にマー
キングを行った。 

■移植の実施 
・開花後の時期に生育個体の移

植を実施した。 
・ホナガタツナミソウ、エビネ、

タチキランソウは、事業に伴
い整備が計画されている調整
池周辺に移植する計画であっ
たが、調整池整備前に移植を
実施する必要があったため、
仮移植地へ仮移植した。 

・ウスギムヨウランは、対象事
業実施区域内に残存する樹林
内の自生地へ移植した。 

生育場所 
6地点 

専門家ヒアリング
を踏まえて、仮移植
地からの再移植は
実施しなかった。 

エビネ 
生育場所 
6地点 

タチキランソウ 
生育場所 
6地点 

ウスギムヨウラン 
生育場所 
1地点 

平成30年（8月20～
23日）に、対象事業
実施区域に残存す
る樹林内の自生地
へ移植を実施した。 

移
動
経
路
の
確
保 

魚
道
の
設
置 

トウカイナガレ 
ホトケドジョウ 

・事業計画の変更により、トウカイナガレホトケドジョウの生息
する沢の改変を回避したため、トウカイナガレホトケドジョウ
の移動経路の確保（魚道の設置）は実施しないこととした。 
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表 2-2（2） 環境保全措置の項目等 

実施項目 実施場所 実施時期・期間 

両生類（アズマヒキガエル）の
産卵環境の創出 

・調整地周辺に創出される両
生類の産卵環境の創出のた
めの基本計画及び施工計画
を策定するとともに産卵環
境の創出を行った。 

産卵環境 
の創出箇 
所1ヶ所 

産卵環境の 
創出時に1回 
令和5年1～11月 

森林環境の整備 

・調整池周辺の森林環境整備
のための基本計画及び施工
計画を策定するとともに森
林環境整備を行った。 

森林環境
箇 所 1 ヶ
所 

森林環境整備 
令和5年11月 

造成法面の緑化 

・改変区域内の樹林地に生育
する若木や実生をポット苗
として採取し、ポット苗の育
苗を行った。 

改変区域
内の樹林 

造成法面の緑化検
討時に１回 

・造成される法面の緑化のた
めの施工計画を策定すると
ともに法面の緑化を行った。 

造成する
法 面 1 ヶ
所 
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表 2-3 事後調査の項目等 

調査項目 調査地点 調査時期・期間 調査方法 

動
物 

移 設 し た
保 全 対 象
種（動物）
の 生 息 状
況 

アズマヒキガエル 

仮設産卵池 
もしくは 
新たに創出
した両生類
の産卵環境 

アズマヒキガエルの 
産卵時期 

■令和3年繁殖期 
・令和3年 4月12日 

5月19日 
■令和4年繁殖期 
・令和4年 2月25日 

3月 3日 
3月24日 
4月12日 
5月19日 

■令和5年繁殖期 
・令和5年 2月24日 

3月 2日 
3月24日 
4月 6日 
4月17日 
5月25日 

■令和6年繁殖期 
・令和6年 2月 1日 
・令和6年 3月 4日 

・直接観察法 

トウカイナガレ 
ホトケドジョウ 

・事業計画の変更により、トウカイナガレホトケドジョウの
生息する沢の改変を回避したため、トウカイナガレホトケ
ドジョウの移設は実施しないこととした。 

植
物 

移 植 し た
保 全 対 象
種（植物）
の 生 育 状
況 

ホナガタツナミソウ 

保全対象種
の移植先 

■開花時期 
・令和3年 6月 3日 
・令和4年 6月 2日 
・令和5年 6月19日 

・直接観察法 

エビネ 

■開花時期 
・令和3年 5月19日 
・令和4年 5月12日 
・令和5年 5月16日 

タチキランソウ 

■開花時期 
・令和3年 4月12日 
・令和4年 4月12日 
・令和5年 4月13日 

ウスギムヨウラン 

■開花時期 
・令和3年 6月 3日 
・令和4年 6月 2日 
・令和5年 5月16日 

 


